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ふらっとホームの内容をさらに詳しく知りたい方は、
豊平区ホームページ（www.city.sapporo.jp/toyohira/kuseijouhou/fl athome2014/index.html）をご覧ください。
詳細　内容に関するお問い合わせは、区役所総務企画課広聴係　b822-2407　c813-3603       
　　　事業に関するお問い合わせは、市役所市民の声を聞く課　b211-2045　c218-5165

　市民と市長がまちづくりについてひざを交えて話し合う「ふらっとホーム」を 9月12日㈮に、どうぎんカー
リングスタジアムで開催しました。このページでは、その模様をお伝えします。　

　　

参加者からの意見
『施設整備などのいろいろな費用がかかることもあります
が、エコな建て方をしたり工夫して実現したらいいなと
いう夢があります』
『オリンピックはすごくお金がかかるイメージがある。市
民生活に負担が出てくるのではないかと思います』
市長から
『財政面の問題など市民の皆さまの心配が乗り越えられる
のであれば、開催できればいいなと思っています。
ぜひ、ご家族と議論を重ねて、皆さまがどうお考えかご意見くださいますようお願いします』

参加者からの意見
『町内会の会員も担い手も高齢化しています。働き盛りの人がいないとますます高齢者に
負担がかかるのではないかと心配です』
『地域の見守りなどで人とのつながりが必要な子育て世代と高齢者にとっては、町内会は
非常に重要な存在で、その世代を中心に盛り上がっていければいいと思います』
市長から
『地域のお祭りなどで、子どもたちにもきちんと役割を担ってもらい、子どもたちが大き
くなったときに町内会や地域コミュニティーの中心になるというような教育を地域でして
いくことがとても大事ではないかと思います』

▲札幌カーリング協会の方によるカーリン
グのデモンストレーションを見学しました。

参加者からの意見
『 9月の大雨の際に、避難勧告のメールで目が覚めましたが、どういう方法で、どこに逃
げればいいのか分かりませんでした』
市長から
『今回の大雨を経験し、市民の皆さまの安全を確保するために、どんな方法がいいか検討
していかなければならないと思います。皆さまが体験されたことをお聞かせいただいて、
今後の防災計画に盛り込み、役所と市民の役割をしっかり築いていきたいと思います』

　　

　　


